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備考：円形のマグネットシートの上から様々な磁石を近

づける什器と、下から身近な素材（イヤホン、スマホ等）

を当てる什器が並んでいる（図 36）。 

図 ．じ力を見よう

 

アイテム名：地球をうかそう  （旧・浮かぶ地球）  

リード文：地球を空中にうかべてみよう！  

解説：電磁石の左右に光センサーがあります。鉄でで

きた小さな地球儀を電磁石の下にそっと近づけていく

と、あるところで安定して浮かびます。地球儀が電磁石

に近づくと光センサーをさえぎって電磁石への電流を

弱め、地

球儀が下

がります。

地球儀が

下 が る と

電磁石が

強 ま り地

球儀を引

き上げま

す。 

備 考 ： 4

階にあっ

た展示を

移設した

（図 37）。 

 

図 ．地球をうかそう

 

アイテム名：じ石ゆらゆら  （旧・ゆらゆら磁石）  

リード文：全部のじ石がゆらゆらゆれるよ！  

解説：となり合う磁石どうしが、お互いの磁力によって

向きを変えます。一つの磁石の向きを変えると、波のよ

うにゆれがとなりの磁石に伝わっていきます。落ち着く

と、「自発的対称性の破れ」によって、となり合う磁石は

特定の向き、全体としては閉じた円になるように、磁石

が群で方向をそろえます。 

備考：４階から移設し、什器を作り変えた（図 38）。 

図 ．じ石ゆらゆら

 

４４．．ままととめめ 

実は２階全体に隠れたコンセプトがある。 

それは「見えないものを見える化する」というものであ

る。ここで扱う現象はすべて身近に存在し、日常生活

にも応用されているが、直接には見ることができない透

明なものである。 

たとえば「ボールがころがる」は重力の作用と回転運

動である。地球の引力から逃れることができず、物が転

がることも日常茶飯事であるが、普段はあまり意識する

ことがない。 

「鏡にうつる」（光の反射）も「風がふく」（流体力学）

も、「音がなる」（音波）も、「磁石にくっつく」（磁力線）

も同様である。 

体験を通して現象を可視化することにより、背景に

ある物理法則に、言葉ではなく、なんとなく「ああ、そう

か！」と気づいてもらうことを目指したフロアなのである。  

本日も老若男女問わず、幅広い年齢層の多数のお

客さまで２階は賑わっている。 

 

 展示の製作主担は「ボールがころがる」「鏡にうつる」

「風がふく」「磁石にくっつく」が石坂、「音がなる」が上

羽であったが、監修にあたり吉岡館長ほか学芸課のス

タッフにも協力をもらった。ここに感謝する。 
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１階・地下１階の改装について 

 

西 野  藍 子＊1， 田 中  智 恵＊2， 小 野  昌 弘＊3 
 

 

概 要 

 

大阪市立科学館展示場の全面リニューアルに際し、利用者のさまざまなニーズに応えるべく、科学館

１階及び地下１階についての施設設備及び来館者動線を大幅に見直した。展示場１階においては、従

来は展示場４階の狭いエリアで開催していた企画展の会場を移設し、企業や大学等多様な主体との連

携によって、よりバラエティに富んだ企画展の実現を目指した。さらに学芸員やボランティアスタッフがこ

れまで以上に活動の幅を広げ、ミニ実験ショーやワークショップなど利用者と科学を楽しむ場を提供でき

るよう「みんなのサイエンス・ラボ」を新設した。本稿では、今回の展示改装における科学館１階及び地下

１階のリニューアル内容について報告する。 

 

 

１１．．ははじじめめにに    

2022 年度に策定した大阪市立科学館展示改装基

本計画 [１ ]において、科学館１階では、日進月歩する

科学技術や科学的知見に対し、利用者の関心に臨

機応変に応えられる情報提供の場を整備すること及

び学芸員やボランティア等の活動の舞台を設け、さま

ざまな科学の話題に対し、利用者と積極的なコミュニ

ケーションが可能となるフロアの実現を掲げた。 

また、地下１階については、当館の前身である大阪

市立電気科学館で使われていた日本初のプラネタリウ

ム「カールツアイスⅡ型投影機」をシンボル展示として

アトリウム中央に配置し、そのまわりに飲料提供を中心

とした喫茶スペースを設け、プラネタリウム投影やイベ

ント開始時刻までの待機・休憩場所としての機能を設

けることとした。その他、科学館の来館者動線を単純

化するため、チケットカウンターや展示場入口を 1 階へ

移設すること、またミュージアムショップの充実、授乳ス

ペースの新設など、館内ユーザビリティを大幅に見直

すこととした。本稿では、この基本計画をもとに 2023 年

～2024年度にかけて実施した第 4次展示改装の科学

館１階及び地下１階のリニューアル内容について報告

する。 

 
大阪市立科学館  

*1 nishino@sci-museum.jp 
*2 t-tanaka@sci-museum.jp 
*3 m‐ono@sci-museum.jp 

 

２２．．リリニニュューーアアルル内内容容  

２-１．１階フロア構成  

 
図 2-1．科学館１階  平面図  

 

① 正面玄関  

② 案内カウンター 

③ インフォメーション 

④ チケットカウンター 

⑤ 展示場入口  

⑥ 展示場 1 階「みんなのサイエンス・ラボ」  

⑦ 展示場出口  

⑧ ミュージアムショップ 

⑨ コインロッカー 

 

（1）展示場１階「みんなのサイエンス・ラボ」 (図 2-1⑥) 

展示場１階は、「みんなのサイエンス・ラボ」として、こ

④④  
⑤⑤  

⑥⑥  

⑦⑦  
⑧⑧  ⑨⑨  
②②  
③③  

①①   
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れまでのような単なる情報・体験提供にとどまらず、利

用者の多様な関心・好奇心に応える交流の充実を実

現するエリアに一新した。企画展や大学等との連携展

示、さらにミニ実験ショーやワークショップなどを開催で

きるエリアとし、利用者が来館するたびに違った科学の

話題に触れられるよう、フレキシブルに入れ替えられる

設備を充実させた。 

 

写真 2-1[2]．展示場 1 階「みんなのサイエンス・ラボ」  

 

展示場１階中央には大型モニター及び 75 インチ液

晶ディスプレイを設置し、天井から吊るしたプロジェクタ

ーやカメラの映像を表示することができるようになって

いる。また、デジタルマルチスイッチャーを導入しており、

他にもメディアプレイヤーや BD/DVD プレイヤー、PC

などの外部入力映像を切り替えて表示することが可能

となっている。大型モニターの両側に取り付けたスピー

カーからは、マイクや映像の音声も出力できるようにし

た。その他備品として、ワークショップ用のテーブルや、

利用者が映像を見たり講演を聞くためのスツールなど

も揃え、企画展関連の映像上映や、ミニ実演ショー、

ワークショップ、講演会などさまざまな用途に柔軟に対

応できるように設えた。また今回、新たにバックヤードを

２つ新設した。大バックヤードには展示ケースやパネル

 

写真 2-2．大バックヤード 

バックヤード壁面には、サイネージモニターを設置。 

ボード、解説スタンドなど企画展用の什器備品を保管

し、小バックヤードには演示台やワークショップ用テー

ブル、スツール、工作用品などを保管している。 

 

(2)チケットカウンターの移設(図 2-1④) 

今回の改装では、これまで地下１階にあったチケット

カウンターを１階の正面玄関入ってまっすぐの突き当

たりに移設し、利用者が階を移動することなくチケット

購入できるように設えた。同じく地下１階にあった展示

場入口を１階チケットカウンター脇に移した(図 2-1⑤)

ことで、よりスムースに展示場へ入場できるようにした。 

 

写真 2-3．１階チケットカウンター 

 

また正面玄関には、当日のプラネタリウムやサイエン

スショー、企画展や行事などを案内するデジタルサイ

ネージを新たに設置 (図 2-1③)し、パンフレットやイベ

ントのチラシを掲出できるようにした。 

 

写真 2-4．１階正面玄関のインフォメーション 

デジタルサイネージ及びパンフレット、チラシ等を掲出。 

 

(3)ミュージアムショップの拡充 (図 2-1⑧) 

これまでのミュージアムショップは、売場面積も在庫

を収納するバックヤードも狭かった。そこで今回の改装

では、より広く開放的な作りを目指し、利用者がゆった

りと商品を見られる快適な空間に設えた。また展示場

出口(図 2-1⑦)からの連続した動線を実現し、よりスム

ースにショップへ入ることができるようにした。商品とし

ては、今回の改装に合わせ製作した大阪市立科学館

のシンボルマークを取り入れた新しいオリジナル商品
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や、学芸員著作のミニブック、オリジナル工作キットな

どを販売している。こうした商品により、利用者がプラネ

タリウムや展示、サイエンスショーでの感動を関連グッ

ズなどの形あるものとして持ち帰ることができ、科学館

での思い出 (体験 )の定着や、家庭や友人・知人など

への共有につなげてもらいたいと考えている。 

新旧ショップエリアの面積を以下に示す。 

 

表 2-1. 新旧ショップエリアの面積     (単位：㎡) 

  総総面面積積   売売場場   ババッッククヤヤーードド  

新新シショョッッププ  90.7 76.1 14.6 

旧旧シショョッッププ  26 24.1 1.9 

 

 

写真 2-5．旧ショップ 外観  

写真 2-6．新ショップ 売り場  

商品棚の間隔が広くなり、ゆったり買い物ができるようにした。 

 

写真 2-7．新ショップ レジカウンター 

並ぶスペースにも余裕ができた。 

(4)コインロッカーの更新(図 2-1⑨) 

地下 1階エスカレーター横に設置していたコインロッ

カーについては、利便性を高めるため、１階正面玄関

横に移設し、台数を 60 台から 66 台 (大型 8 台、中型

42 台、小型 16 台 )に増やした。扉面には大阪の緯度

から見える春夏秋冬の星座や南天の一部星座を合わ

せ 66 星座のデザインを施し、季節や南天の星座ごと

に異なる色の縦ラインテープを貼付することで、利用

者が自分の保管したロッカーを把握しやすくなるよう、

工夫した。 

 

写真 2-8．コインロッカー 

 

(5)来館者動線の見直し 

これまでチケットカウンターの場所が分かりにくい、

展示場やプラネタリウムの入口がどこか分からない、館

内動線が分かりにくい、といった声がたびたび上がって

いた。今回のリニューアルでは来館者動線を単純化す

べく、1 階フロアを中心とする動線に見直しを図った。 

 

写真 2-9．１階フロアマップ 

 

正面玄関入ってすぐインフォメーションボードがあり、

そのまままっすぐ進むとチケットカウンターがある。すぐ
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脇には展示場入口があり、これまでどおり観覧者は、ま

ずエレベーターで４階に上がり、エスカレーターや階段

で３階→２階→１階と観覧する。展示場１階の展示場

出口からは、ミュージアムショップにすぐ入ることができ

る。そして再び正面玄関から退館、というシンプルな動

線である。 

 

２-２．地下１階フロア構成  

 

図 2-2．科学館地下１階  平面図  

 

① カフェカウンター 

② ツアイス広場  

③ プラネタリウム入口  

④ プラネタリウム関連展示  

⑤ 授乳室  

 

(1)カフェの設置(図 2-2①) 

元々１階フロアで簡易レストランを営業していたが、

今回新たに地下１階にオープンカフェとして設置した。 

 

写真 2-10[2]．地下１階  カフェカウンター 

 

(2)ツアイス広場 (図 2-2②) 

アトリウムの中央には、これまでホワイエに展示して

いた日本初のプラネタリウム「カールツアイスⅡ型投影

機」を移設し、ツアイス広場と名づけた。ここでは、広い

休憩スペースを提供するだけでなく、大阪市指定文化

財であるカールツアイスⅡ型投影機を眺めながらくつ

ろいでいただけるように設えた。壁面には大阪市立電

気科学館時代のプラネタリウムで使っていた大阪夜景

のデザインを施しており、ツアイス広場に電気科学館

時代のプラネタリウムの様子を再現する狙いもある。 

また投影機のまわりにはカフェテーブル及び椅子を

設置し、40 名ほどが利用できるようにした。その他、休

憩用のベンチチェアも周囲に設置しており、プラネタリ

ウムや研修室でのイベント開始時刻までの待機場所を

確保している。 

 

写真 2-11[2]．地下１階  ツアイス広場  

 

(3)プラネタリウム関連展示 (図 2-2④) 

元々カールツアイスⅡ型投影機を展示していたホワ

イエには、新たに大西式プラネタリウム、金子式プラネ

タリウム、MS-10 などを展示し、国産プラネタリウムの歴

史を紹介している。 

 

写真 2-12．ホワイエ プラネタリウム関連展示  

 

(4)授乳室(図 2-2⑤) 

これまで救護室と兼用としていた授乳スペースにつ

いて、今回独立した２室を新設し、利用者が安心して

利用できる環境を整えた。 

②②  
④④  

③③  

①①   

⑤⑤  
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図 2-2．科学館地下１階  平面図  

 

① カフェカウンター 

② ツアイス広場  

③ プラネタリウム入口  

④ プラネタリウム関連展示  

⑤ 授乳室  

 

(1)カフェの設置(図 2-2①) 

元々１階フロアで簡易レストランを営業していたが、

今回新たに地下１階にオープンカフェとして設置した。 

 

写真 2-10[2]．地下１階  カフェカウンター 

 

(2)ツアイス広場 (図 2-2②) 

アトリウムの中央には、これまでホワイエに展示して

いた日本初のプラネタリウム「カールツアイスⅡ型投影

機」を移設し、ツアイス広場と名づけた。ここでは、広い

休憩スペースを提供するだけでなく、大阪市指定文化

財であるカールツアイスⅡ型投影機を眺めながらくつ

ろいでいただけるように設えた。壁面には大阪市立電

気科学館時代のプラネタリウムで使っていた大阪夜景

のデザインを施しており、ツアイス広場に電気科学館

時代のプラネタリウムの様子を再現する狙いもある。 

また投影機のまわりにはカフェテーブル及び椅子を

設置し、40 名ほどが利用できるようにした。その他、休

憩用のベンチチェアも周囲に設置しており、プラネタリ

ウムや研修室でのイベント開始時刻までの待機場所を

確保している。 

 

写真 2-11[2]．地下１階  ツアイス広場  

 

(3)プラネタリウム関連展示 (図 2-2④) 

元々カールツアイスⅡ型投影機を展示していたホワ

イエには、新たに大西式プラネタリウム、金子式プラネ

タリウム、MS-10 などを展示し、国産プラネタリウムの歴

史を紹介している。 

 

写真 2-12．ホワイエ プラネタリウム関連展示  

 

(4)授乳室(図 2-2⑤) 

これまで救護室と兼用としていた授乳スペースにつ

いて、今回独立した２室を新設し、利用者が安心して

利用できる環境を整えた。 

②②  
④④  

③③  

①①   

⑤⑤  

１階・地下１階の改装について 
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写真 2-13．授乳室  (２室 ) 

 

２-３．その他快適空間の実現を目指して 

(1)館内エスカレーター 

科学館に５基設置しているエスカレーターのうち展

示場に設置していた４基（展示場４階から１階までの

移動に使用する下り専用エスカレーター）を更新した。

新たなエスカレーターの設置により、以下を実現した。 

・エスカレーターステップ縁での巻き込み防止  

・運転速度の調整  

・利用者が少ない時に、動きが遅くなる省エネ機能  

・出口での逆進入時のブザー警告  

・安全な利用を促す音声アナウンス 

 

写真 2-14．館内エスカレーター 

 

(2)防犯カメラの新設  

改装前は、資料監視のため、展示場３階に４台のみ

設置していたが、今回のリニューアルでは館内外に全

43 台のカメラを新たに設置することとした。 

設置場所は、展示場、館出入口、チケットカウンタ

ー、エスカレーター、トイレ出入口などである。43 台の

防犯カメラを死角が出ないよう設置し、館内の状況をく

まなくモニタリングできるようにした。 

 

 

 

 

 

写真 2-15．事務所内監視モニター 

 

 カメラの映像は、事務所内に設置した録画機で録画

することができ、必要に応じて、２台のモニターでリアル

タイムでも館内のようすを確認することができる。 

また、当館公式 HP や、館内に防犯カメラ作動中の

案内を掲示し、館内の安全性を高めていることを来館

者に認識してもらうようにしている。 

 また、展示物が破損した時の状況確認などにも活か

せるようになった。 

防犯カメラの性能は以下のとおりである。 

 

表 2-2. 防犯カメラの性能  

項項目目   内内容容   

解解像像度度   フル HD(1920×1080) 

画画質質   10fps 

記記録録装装置置   レコーダー2 台設置。 

16 台接続のものは 22 日分、 

8 台接続のものは 31 日分の 

録画保存が可能。 

 

 

写真 2-16．エスカレーター確認用  防犯カメラ 

 

(3)１階吹き抜け南面ガラスへのフィルム取り付け 

１階南面のガラスに遮熱・遮光効果の期待できるフ

ィルムを取り付け、館内の温度上昇を軽減し、快適な

室温空間を保つようにした。この工事により、紫外線や

赤外線による資料劣化を抑制することができ、さらに、

空調 (エアコン)の稼働を抑え、使用電力の抑制を図る
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ことにもつながっている。 

 

写真 2-17．１階南面のガラスにフィルムを取り付け 

 

３３．．おおわわりりにに 

繰り返しになるが、今回のリニューアル工事は、1989

（平成元）年の当館開館以来、35年目にして初めての

展示場以外の施設面にも総合的に手を入れた工事で

ある。 

今回のリニューアルに掲げた目標の中に来館者に

対する快適空間の提供というものがある。 

そこでは、 

① 長時間の利用に快適な安全・安心・上質な空
間の提供   

② 高齢者・乳幼児・障がい者・外国人にもやさし
い設計  

③ 共用・便益施設等附帯設備の充実による利用
者満足度の向上  

を達成することが重要であった。そのためには当館の

開館時から、また時代の要請とともに対策が求められ

るようになった、 

・正面玄関を入っても、どこで観覧チケットを買え 

 ばよいのか分からない 

・展示場やプラネタリウムの入口が分からない 

・ミュージアムショップの狭隘さ 

・エスカレーターの安全面  

・館内の防犯体制の弱さ 

・案内情報の整理  

等の問題に対して、改善が必要となった。 

 

また、展示場４階で行ってきた企画展を開催するスペ

ースが狭いことの改善、さらに今回のリニューアルで目

指した 

「コミュニケーション」  

「コミュニティの参加」  

「体験の提供」  

を図るべく、館職員・ボランティア・協同事業者が来

館者と「交流」「対話」「コミュニケーション」を図れる環

境を展示場１階に構築することができた。 

その展示場１階「みんなのサイエンス・ラボ」では、

今回のリニューアルによってハード面は充実したものの、

継続して運用していくソフト面としてはまだまだ試行錯

誤が必要であると考えている。リニューアルオープン後、

企画展に関連したミニワークショップやサイエンスガイド

によるミニ実演ショーなどを不定期で開催し、利用者

の反応や要望を見聞きしながら、運用方法を模索して

いるところである。 

また、館内の動線に関しては、リニューアル前よりも

すっきり分かりやすくなった、という声が聞こえている。 

チケットカウンターや展示場入口で迷う人はほとんど

見かけなくなったが、一方で展示場の出口やプラネタ

リウムの場所が分からないという声もある。これらは、館

内サインの見直しや新たに設置するなどの対策が必

要であると感じている。 

 

 

[1]大阪市立科学館研究報告 33, 77-82(2023) 

[2]画像提供：丹青社 撮影：フォワードストローク 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

− 130 −




